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論文審査の要旨 

 

外歯瘻は歯性化膿性病変が皮膚に開口し、難治性の瘻孔となったものである

が、慢性に経過する例では皮膚科を受診することが多く、皮膚科的所見は悪性

腫瘍を含め鑑別すべき診断疾患が多く、病理学的にも非特異的炎症像のみであ

るところに、診断の難しさがある。 

本研究では、6-15MHｚの高周波プローベを用いた超音波検査を外歯瘻の診断

に応用し、その有用性を検討している。外歯瘻では、皮膚病変から歯槽骨へと

連続する帯状の低エコー域と下床の歯槽骨の欠損が認められ、カラードプラ法

では血流の増加も確認され、迅速な診断と早期の適切な治療が可能となった。 

皮膚から歯根部と連続的な病変の広がりや血流観察により、迅速かつ、非侵

襲的に診断にアプローチできる超音波検査は極めて有用であり、また、難治経

過症例でも根治的治療が可能な事から、患者に対して益する所が大きい。皮膚

科領域では超音波検査は一般的ではないが、本疾患だけでなく、広く皮膚や皮

下病変の局在部位や境界及び全体の性状に関する情報は診断的意義が大きく、

有用な診断法となり得る。 

本研究は、低侵襲で簡便な超音波検査が皮膚科日常診療の有力な診断ツール

になり得ることを示した意義深い研究であり、今後の発展が大いに期待できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに皮膚科学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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